
５月30日（金）クリスタルアージョにお
いて、安芸高田市社会福祉協議会　協力員・
支援員合同研修会を開催しました。
� （詳細は９ページをご覧ください。）

　目の不自由な方への情報提供
を目的に作られたものです。こ
の音声コード（ＳＰコード）を、
活字文書読み上げ装置で読み取
らせると、音声で読み上げます。
　活字文書読み上げ装置は社会
福祉協議会本所に設置していま
す。
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平
成
二
十
六
年
度

第
一
回
理
事
会

開
催
日　
平
成
26
年
５
月
26
日（
月
）

●
理
事
会
報
告
事
項

（
１
）総
務
部
会
報
告

（
２
）介
護
保
険
事
業
関
係
部
会
報
告

（
３
）法
人
経
営
特
別
委
員
会
報
告

（
４
）会
長
専
決
事
項
に
つ
い
て

●
理
事
会
議
案

第�

１
号
議
案　
安
芸
高
田
市
社
会
福
祉

協
議
会
中
期
経
営
計
画
に
つ
い
て

第
２
号
議
案　
財
産
の
処
分
に
つ
い
て

第�

３
号
議
案　
経
理
規
程
の
一
部
改
正

に
つ
い
て

第�

１
号
認
定　
平
成
25
年
度
事
業
報
告

の
認
定
に
つ
い
て

第�

２
号
認
定　
平
成
25
年
度
一
般
会
計

資
金
収
支
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

第�

３
号
認
定　
平
成
25
年
度
日
本
赤
十

字
社
広
島
県
支
部
安
芸
高
田
市
地
区

会
計
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

第�

１
号
同
意　
理
事
の
選
任
同
意
に
つ

い
て

　
議
長
に
高
宮
町
の
近
藤
理
事
が
選
任

さ
れ
、
六
議
案
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

　
主
な
内
容
と
し
て
、
中
期
経
営
計
画

に
つ
い
て
は
、
補
助
金
、
委
託
金
、
会

費
、
寄
附
金
お
よ
び
介
護
保
険
収
入
等

の
財
政
推
計
を
基
に
、
誰
も
が
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
す
た

め
、
こ
れ
か
ら
５
か
年
で
取
り
組
む
事

業
や
具
体
的
方
策
に
つ
い
て
説
明
が
あ

り
、
今
後
こ
の
中
期
経
営
計
画
に
基
づ

き
実
行
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
平
成
25
年
度
事
業
報
告
と
し
て
モ
デ

ル
地
区
を
指
定
し
新
規
に
取
り
組
ん
だ

地
域
包
括
ケ
ア
推
進
事
業
に
よ
り
、
地

域
見
守
り
体
制
の
シ
ス
テ
ム
づ
く
り

や
、
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
事
業
、
ほ
ほ
え

み
ネ
ッ
ト
事
業
、
安
心
生
活
創
造
事
業

な
ど
を
中
心
と
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
な
ど
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
づ
く
り
な
ど

の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
平
成

25
年
度
一
般
会
計
資
金
収
支
決
算
と
し

て
、
収
入
４
億
３
９
４
８
万
２
２
３
３

円
、
支
出
３
億
４
７
２
３
万
５
４
４
９

円
、
当
期
末
支
払
資
金
残
高
９
２
２
４

万
６
７
８
４
円
の
決
算
額
が
そ
れ
ぞ
れ

認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
平
成
25
年
度
日
本
赤
十
字
社
広
島
県

支
部
安
芸
高
田
市
地
区
会
計
決
算
と
し

て
、
収
入
支
出
そ
れ
ぞ
れ
５
９
７
万
２

９
６
円
の
決
算
額
が
認
定
さ
れ
ま
し

た
。

　
慎
重
審
議
の
結
果
、
六
議
案
が
全
て

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
二
十
六
年
度

第
一
回
法
人
経
営
特
別
委
員
会

開
催
日　
平
成
26
年
４
月
24
日（
木
）

　
第
一
回
法
人
経
営
特
別
委
員
会
が
ふ

れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
こ
う
だ
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
中
期
経
営
計
画
に
つ
い
て
協

議
が
行
わ
れ
、
事
務
局
か
ら
今
後
５
年

間
で
の
事
業
ご
と
の
目
標
数
値
設
定
や

施
設
管
理
計
画
、
職
員
適
正
化
計
画
に

つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
慎
重
審

議
の
結
果
、
原
案
の
と
お
り
承
認
さ

　
ま
た
、
欠
員
と
な
っ
て
い
た
理
事
一

名
の
選
任
同
意
に
つ
い
て
は
、
原
案
の

と
お
り
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

新
理
事
紹
介
（
敬
称
略
）

�

（
任
期
Ｈ
26
・
６
・
１
～
Ｈ
26
・
12
・
20
）

　
　
　
　

高
宮
町�

和
田　

幸
則　

�

総
務
部
会
、
広
報
委
員
会
所
属

平
成
二
十
六
年
度

第
一
回
　
評
議
員
会

開
催
日　
平
成
26
年
５
月
27
日（
火
）

●
評
議
員
会
議
案

　
議
長
に
吉
田
町
の
中
束
評
議
員
が
選

任
さ
れ
、
理
事
会
で
可
決
さ
れ
た
六
議

案
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

　
評
議
員
よ
り
、
サ
ロ
ン
の
今
後
の
展

開
、
お
太
助
協
力
店
の
利
用
状
況
、
Ａ

Ｅ
Ｄ
の
使
用
方
法
、
配
食
サ
ー
ビ
ス
の

状
況
等
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。
事
務
局

よ
り
、
サ
ロ
ン
と
配
食
サ
ー
ビ
ス
に
つ

い
て
は
、
今
後
、
地
域
包
括
ケ
ア
推
進

事
業
の
枠
組
み
の
中
で
何
ら
か
の
取
組

み
が
で
き
る
よ
う
検
討
を
行
っ
て
い
く

こ
と
や
、
お
太
助
協
力
店
に
つ
い
て
は

買
い
物
の
利
用
が
有
り
、
お
店
に
は
声

か
け
見
守
り
を
行
っ
て
も
ら
っ
て
い
る

こ
と
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
に
つ
い
て
は
使
用
で
き

第１回法人経営特別委員会の様子

れ
、
理
事

会
、
評
議

員
会
へ
審

議
さ
れ
ま

し
た
。

や
す
い
環
境
づ
く
り

を
今
後
検
討
す
る
な

ど
の
回
答
が
あ
り
ま

し
た
。
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平成 25年度　事業報告
安芸高田市社会福祉協議会

　平成25年度は、社協改革の一環として、事務局の再編をはじめ、就業規則、給与規程等重要規程
を社協の運営状況に見合った内容に改めました。そうした中、地域福祉の中核的な役割を積極的に果
たしていく組織として、「ともに支えあい　心豊かに」をスローガンに、住み慣れた地域で、誰もが
安心して暮らせるまちづくりの実現のため、〈地域福祉活動の推進〉、〈在宅福祉サービスの充実〉、〈福
祉の開拓者として〉の３項目を柱に掲げこれらを推進するための事業を展開しました。

　新規に地域包括ケア推進事業に取り組み、甲田町の４地区をモデル地区に指定し、地域住民が
主体となり、民生委員児童委員、振興会等と連携し、サロンの新設やお太助フォンを活用した地
域における見守り体制のシステム・環境づくりを行いました。また、ふれあいサロン事業、ほほ
えみネット事業、安心生活創造事業等を中心に、ボランティアを軸としたコミュニティづくりを
継続し推進いたしました。
　◇�地 域 包 括 ケ ア 推 進 事 業：��支援ワーカー養成、地域検討会議の開催、サロン新設１カ所、

お太助フォンによる元気コールの発信等
　◇ふ れ あ い サ ロ ン 事 業：市内97サロン（うち新設３サロン）
　◇ほ ほ え み ネ ッ ト 事 業：協力員（ほほえみさん）137名、延べ活動件数564件
　◇安 心 生 活 創 造 事 業：利用者数467名、登録訪問員数321名、訪問回数4,744回
　◇ボ ラ ン テ ィ ア 活 動 事 業：登録団体数36団体、登録者数431名
　◇ファミリーサポートセンター事業：依頼会員数80名、提供会員数85名、延べ支援件数575件
　◇子育て支援センター事業：会員登録数139名、延べ支援件数530件
　◇障がい者地域生活アシスタント事業：登録者数23名、生活協力員数44名、延べ支援回数96回
　◇か け は し 事 業：登録者数35名、生活支援員数23名、延べ支援回数2,198回

地域福祉活動の推進

　配食サービス事業、家族介護者リフレッシュ事業、介護サポーター養成事業を行い、在宅福祉
サービスの充実を図りました。
　◇配 食 サ ー ビ ス 事 業：登録者数143名、配食回数200回、延べ配食数1,810食
　◇家族介護者リフレッシュ事業：年２回、延べ参加者数154名
　◇介護サポーター養成事業：第８期修了者32名
　介護保険事業では、新たに福祉用具貸与事業所のサービス提供エリアを北広島町へ拡大し、居
宅介護支援事業所は無料介護相談の取組みをはじめ、誰もが在宅で自分らしく生活できるよう、
サービスの向上に努めました。訪問介護事業、居宅介護支援事業、通所介護事業、福祉用具貸与
事業は各分野の専門職等と連携を図りながら、きめ細かな在宅福祉サービスの推進に努めました。

在宅福祉サービスの充実

　安芸高田市において、誰もが安心して暮らせるまちづくりを目指すための中期経
営計画の策定にむけて、法人経営特別委員会を設置し、具体的計画内容を十分に審
議し、計画実行に備えるべく事務局組織の再編や財政基盤の確立を行いました。そ
の中で職員は、複雑な地域課題やニーズの発見に努め、応えられるよう、あらゆる
研修に積極的に参加し、スキルアップを行いました。さらにそれを活かすための取
組みとして地域へ出向き、柔軟に対応する中で、その人らしい生活の支援や、団体
等の支援を行うよう最大限努力を行いました。

福祉の開拓者として

2014（平成26）年６月3



平成25年度一般会計資金収支決算
安芸高田市社会福祉協議会

平成 25 年度 安芸高田市共同募金委員会 事業報告及び収支決算

収入の部

（平成 25年 4月 1日～平成 26年 3月 31日）
【評議員会　平成 26年５月 27日承認】

当期末支払資金残高

92,246,784円
※介護保険事業、障がい者自立支援事業の支払資金等

費　　　目 決 算 額
会費収入（500 円 / 戸　9,074 世帯） 4,510,500 円
寄付金収入（香典返し・見舞返し等） 8,531,051 円
市補助金収入（人件費・事業費等） 67,512,474 円
受託金収入

（センター管理・安心生活創造事業等） 43,782,664 円

事業収入（各事業収入） 6,294,986 円
共同募金配分金収入 4,156,626 円
介護保険収入

（介護報酬・利用者負担金） 177,261,042 円

自立支援費収入
（介護給付金・利用者負担金） 16,985,030 円

補助事業収入
（受託事業・利用者負担金） 59,370 円

その他（受取利息配当金等） 981,756 円
資金移動収入 22,256,358 円
施設整備等による収入 471,431 円
財務活動による収入（積立金取崩等） 17,128,538 円
前期末支払資金残高 69,550,407 円

合　　計 439,482,233 円

支出の部
費　　　目 決 算 額

法人運営事業 87,819,041 円
地域福祉事業 36,977,105 円
在宅福祉事業 8,887,003 円
センター運営事業 12,056,524 円
共同募金配分金事業 3,456,626 円
貸付事業 857,000 円
介護保険事業 173,205,117 円
障がい者自立支援事業 15,814,193 円
退職積立金事業 8,162,840 円

合　　計 347,235,449 円

平成26年度　�第１回運営委員会
　平成26年５月26日、第１回運営委員会がふれあいセンターこうだで開催されました。
　平成25年度から新たに発足した安芸高田市共同募金委員会として行った事業報告として、
運営委員会の開催や、共同募金活動の内容、配分金の内容等について認定されました。また、
会計決算として、収入支出決算の総額を、収入支出それぞれ6,406,400円とした決算額が
認定されました。

収　入

共同募金

戸別募金 4,459,500 円
法人募金 702,686 円
職域募金 633,522 円
イベント募金 241,486 円
その他の募金 40,187 円

交付金 329,019 円
合　　計 6,406,400 円

支　出
送納金（県共募へ送金） 6,077,381 円
事務費支出 329,019 円

合　　計 6,406,400 円

新運営委員紹介（敬称略）
（任期H26.6.1 ～ H27.3.31）

和田　幸則

2014（平成26）年６月 4



すでに社資のご協力をいただいた地域の皆さまありがとうございました。

年間を通じて募集しています。賛同い
ただける方は、各支所窓口にてお申込
みください。

平成 26年度　安芸高田市社会福祉協議会

賛助会員（個人） １人 1,000 円
団体会員（団体・法人） １団体 3,000 円

社協会員の種類と会費（年額）

　安芸高田市社会福祉協議会では、地域福祉のために様々な活動を行っています。
　住み慣れた地域で安心して生活するためには、地域住民や地域企業の助け合いが必要です。
地域での見守り、寄り添い型の支え合いを実践するため、社協では新たに地域包括ケア推進
事業を展開しております。
　地域住民と一緒になって地域を見守り、支援していくシステムづくりを行うため、皆さま
の支援が必要となります。
　一人ひとりが支え合う会員になって、地域を支える仲間になっていただきたいと思います。
　この趣旨に賛同いただける方に、賛助会員（個人）、団体会員になっていただきますよう
お願いいたします。

会員になると…
●�広報紙およびホームページへ希望があれば会員名を掲
載します。
●�社協の発行する広報紙及びパンフレット等の配布をし
ます。
●�社協の実施する各種研究及び調査結果を報告します。
●�社協の実施する大会、講習会及び研修会への参加案内
をします。

日本赤十字社社資募集のお礼とお願い
平成25年度　日本赤十字社安芸高田市地区　日赤活動資金（社資）

市民の皆さまには、平素から赤十字事業に対しご支援ご協力いただきありがとうございま
す。
皆さまから寄せられた社資は、災害救護活動・講習普及事業・医療事業・血液事業や、赤
十字奉仕団・青少年赤十字の活動、国際活動の支援など赤十字の諸活動に役立てられていま
す。
今年も５月から日赤社資募集が始まり、日本赤十字社安芸高田市地区において日赤活動資
金（社資）4,600千円の目標を掲げて、各地区の福祉委員の方を通じて社資のご協力をお願
いしております。

平成26年度　日赤活動資金（社資）募集中
募集期間（平成26年５月１日～平成27年３月31日）
１戸あたり　500円　をお願いしております。

社資総額 4,526,400円（平成25年4月1日～平成26年3月31日）

社協賛助会員・団体会員の
� 募集について

2014（平成26）年６月5



みを紹 介します

健康体操

ケアマネージャーの仕事
ケアマネージャーの役割の一つとして、要介護認定を受
けられた方やそのご家族の意向を伺い、適切な介護サービ
スの調整支援があります。そしてその基本はまずご自宅に
訪問。直接お話を伺い、適切なサービスを提案していきま
す。介護保険制度はもちろん、その他の制度もご案内しな
がら相談援助を行っています。

新任職員紹介
５月から入社しました青崎由実子です。
今までの経験と知識を活かして、今後はケアマネージャーとして、ご自宅で
いつまでも生活していただけるよう支援していきたいと思います。
よろしくお願いします。

安芸高田市社協では地域ごとにサロンを開催
しています。当居宅介護支援事業所にも「～し
てくれないか」「～の話を聞きたい」等の依頼
があり、業務の合間を縫ってできる限り講師と
して参加しています。地域の力を向上させる一
役を担いたく、今後も元気に参加していきたい
と思います。
また、毎月第２水曜日には社協の吉田支所で
午前９時から12時まで介護相談所
を設けています。
電話相談やご自宅への訪問相談も
ご希望に合わせて行っております。

詳しいことは、居宅介護支援事業所
45-5101 までお気軽にご相談ください。電� 話

お太助フォン

こんな活動も
しています！

居宅介護支援事業所
安芸高田市社会福祉協議会の居宅介護支援事業
所では、新たに１名のケアマネージャーを迎え、
７名体制となりました。
前列の左から平野美幸、青崎由実子（新任）、
柿上郁子、後列の右から三木由紀、守山貴美子、
澄岡英美、坂井洋明です。
担当地区は安芸高田市内全域です。
お気軽にご相談ください。

居宅介護支援事業所　電話・お太助フォン　45-5101

2014（平成26）年６月 6



肩こり・腰痛・膝痛

＜定休日＞日・祝祭日
＜営業時間＞ 9:00 ～ 12:00（月・火・木・土）
　　　　　　14:00 ～ 19:00（水・金・土） 
安芸高田市吉田町常友 602-１

けんこうなかまの施術院
吉田店

TEL 090-9739-9389(完全予約制)

けんこうなかまの施術院
吉田店

TEL 090-9739-9389(完全予約制)

社 協 の取り組
一時預り・病後児預り事業

子育て支援センター一時預り・病後児預り事業は、家族の通院や兄弟の参観・健診、リフレッ
シュなどで、小さなお子さんを子育て中のお母さん、お父さん、おじいちゃん、おばあちゃん
が安心して外出できるようにと始まった事業で、今年で三年目を迎えました。たくさんの子ど
もたちが泣いたり笑ったりしながら職員やお友だちと一緒に楽しい時間を過ごしています。

※利用には、登録・予約が必要です。詳しくはお問い合わせください。

対象年齢：生後６カ月～小学校３年生
利用時間：月曜～金曜　８：00～ 18：00
休 館 日：土曜・日曜・祝祭日・年末年始
利用料金：１時間500円
　　　　　※�１時間未満の利用も１時間分の料

金がかかります

対象年齢：生後６カ月～小学校３年生
利用時間：月曜～金曜　８：00～ 18：00
休 館 日：土曜・日曜・祝祭日・年末年始
利用料金：１時間300円
　　　　　※�１時間未満の利用も１時間分の料

金がかかります

問い合わせ先が変わりました！
　これまで、本所で受付をしていましたが、
本年度より吉田支所での受付となりました。
よろしくお願いいたします。

【お問い合わせ先】
安芸高田市社会福祉協議会 吉田支所 子育て支援係
安芸高田市吉田町吉田1324-１
� 電話・お太助フォン　42-2

ふくしいちばん

941

一時預り 病後児預り

2014（平成26）年６月7



【地域包括ケア推進事業ってなに？】
安芸高田市では現在高齢者人口が１万人を超え、人口の３人に１人が高齢者となってい

ます。その中で、一人暮らしの高齢者、高齢者夫婦世帯なども増加しています。加えて、
過疎化も進み、地域力が低下し、地域によっては、支え合いや見守り体制が弱くなってい
るところもあります。こうした中、住み慣れた地域で安心して生活ができるように、そこ
に暮らす人びとが主体となり、関係機関との連携・協働により地域でのつながりを持ち
ながら、寄り添い型の支え合いや見守り体制を作っていく事業として、平成25年度から、
取り組み始めました。今年度も引き続き甲田町の山田地区、高地地区、長屋地区、火の谷
地区をモデル地区として事業展開し、今後全町へ拡げていく予定です。

地域包括ケア推進事業（お太助ネット）

元気コールの仕組み

社 協の取り組みを紹 介します

（回答がない場合） （連絡が取れない場合）

②回答①元気コール
　送信

連携

③
連絡
訪問

④連絡訪問

連携

社会福祉協議会 （生活支援ワーカー）

地域の皆さん
（支援員）

市役所
民生委員児童委員
地域振興会など

一人暮らしの高齢者など

【新たな取り組み…「元気コール」の発信‼】
≪元気コールってなに？≫
　一人暮らしの高齢者を対象に、お太助フォンを活用した安否確認を行い、それを地域の皆さん
（支援員）と共に支えていく仕組みです。

≪元気コールの流れ≫
　①�元気コールの送信… 毎週月曜日、朝６時、地域で気になる一人暮らしの高齢者の方へ「元気

ですか」という文字を一斉送信します。
　②�ボタンを押し回答…�利用者は朝起きたらお太助フォンの画面を見て、「元気ですか」の問い

に対し、元気である意思表示を「はい」としてボタンを押し、回答します。
　③�回答がない場合… 社協は、生活支援ワーカーと連携を取り、社協のお太助フォンから、回

答のない方や未読の方へ連絡し、安否の確認を行います。
　④�連絡が取れない場合…�地域の皆さん（支援員）に連絡し、訪問や連絡をしていただき、安否の

確認を行い、社協へ報告をしていただきます。必要に応じ、市役所や関
係機関等へつないで連携を取ります。

2014（平成26）年６月 8



吉田町多治比636
TEL 42-2288

水廻りのリフォーム
してみませんか！
上 下 水 道 ・ 浄 化 槽
衛生設備工事・設計施工

安芸高田市指定給水設置工事事業店

公 田
設 備

交

集
５月30日（金）、クリスタルアージョにおいて、ほほえみネット事業、ファミリー・サポート・センター
事業、障がい者地域生活アシスタント事業、かけはし事業、配食サービス事業の協力員・支援員を対象に
合同研修会を開催し、36名の参加がありました。広島県社会福祉協議会地域福祉課藤岡忍さんを講師に
招き、「人～つながる～心」と題し、各事業に共通する活動中の悩みや活動するうえで大切なことについ
て学びました。

安心生活創造事業における、民生委員児童委員さんと登録訪問員さんとの連携会議を、各町において
５月～７月の間で開催します。他町に先立ち、５月23日（金）、高宮町田園パラッツオにおいて開催し、
34名の皆さんが出席されました。
日頃、同じ地域における一人暮らしの高齢者や障がいのある方などのお宅を訪問し、安否確認や声かけ
を行っている中で、気になったことや、地域の情報など意見交換や情報の共有を行いました。

意見交換の様子

研修会の様子

グループワークでは、『あ
りがとうの言葉が嬉しい』
『利用者さんが楽しみに
待ってくれている』など活
動の声を聞くと自信や励み
になることなどを話し合い
ました。研修の終わりに、
「あきたかたし」であいう
えお作文を作り、お互い様
の気持ちがあふれた研修に
なりました。

地域の情報交換を行いました

活動の基本にたちかえってみよう

～安芸高田市民生委員児童委員協議会と安心生活創造事業登録訪問員の連携会議～

～事業協力員・支援員合同研修会～

2014（平成26）年６月9
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サロン物語

「はつらつサロン」は八千代町の上佐々井集会所で開いています。
詳しいことは 市社協八千代支所 電話・お太助フォン52-2

ふくしいちばん

941までお問い合わせください。

「竹原なかよしサロン」は吉田町の竹原会館で開いています。
詳しいことは　市社協吉田支所 電話・お太助フォン42-2

ふくしいちばん

941までお問い合わせください。

はつらつサロンは、健康体操で始まります。「家事をしながら、テレビを見ながら気付いた時
少しずつやろうね」を合言葉にしています。
今回は、久し振りの折紙をして、春を満喫しました。本を広げて折り方を思い出しながら、春
の花、鳥やオタマジャクシ等々作品が出来上り、楽しい時間は「あっ」という間にすぎました。
ますます楽しく、はつらつとしたサロンにしていきたいと思います。�（はつらつサロン世話人）

　私たちのサロンは平成26年４月、登録人数男女26名で発足しました。第１回はカラオケをし、
リクエストに答えて昔懐かしの唄、幼少の頃から青春の頃の唄には盛り上がりました。
　出来る範囲内で行うことからはじめ、まずはやさしい気持ちで人と接することを重視し、回を
重ねるにつれ、屋外でグラウンドゴルフや食事会も考えております。健康の為にも、気軽に楽し
いひとときを過ごしていきたいと思います。� （竹原なかよしサロン世話人）

初めてのネコ作りに悪戦苦闘

作品が完成しました

かわいいネコができました！

ここはこうやってやるんよ

2014（平成26）年６月 10
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皆さまの善意により、ふれあいサロン事業
などが支えられています。
平成26年3月21日～平成26年5月20日受付分（敬称略）
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■介護相談（無料）
　※社協の介護支援専門員（ケアマネージャー）がご相談をお受けします。

場　　所 日　　時 時　　間 お問い合わせ

吉田老人福祉センター 第 2水曜日 9：00～ 12：00 電話・お太助フォン　45-2
ふくしいちばん

941

　今号は安芸高田市社協の平成25年度の事業報告と決算を掲載しています。
より多くの方に社協の活動を知っていただけるようわかりやすい広報紙づくりを
めざしていきたいと思います。� （事務局）

編集
後記

４月16日、市役所で高齢者の移
動に役立てていただこうと安芸高田
市に歩行補助車を寄贈しました。新
庁舎正面玄関に車椅子の隣りにおい
てもらっていますので、ぜひ市役所
に行かれた時はご利用ください。

地域やふれあいサロンなどへ出前講座を行っています !!
社協の職員が、皆さんの地域やふれあいサロンに出向き、介護保険や各福祉サービ
スの内容や利用方法などをわかりやすく説明します。

【内容】
●�介護保険や各福祉サービスの内容や
利用方法について
●健康体操
●レクリエーション
●各種相談
●サロン立上げ　など

安芸高田市へ
　歩行補助車を
　　寄贈しました

市長さんへ使い方を説明

お気軽にご相談ください

【お申込・お問い合わせ先】
安芸高田市社会福祉協議会
電話・お太助フォン　☎45-2

ふくしいちばん

941
または、各支所までお問合わせください。

社協だより
発行・編集／社会福祉法人　安芸高田市社会福祉協議会
〒739-1101　広島県安芸高田市甲田町高田原1490-1（安芸高田市ふれあいセンターこうだ内）
� 電話・お太助フォン（0826）45-2941　FAX（0826）45-7012


